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樹
園
地
単
位
特
定
危
険
方
式

（
暴
風
雨
方
式
）
の
対
象
災
害
は
、

定
め
ら
れ
た
観
測
地
点
で
、
最
大

風
速
13
・
９
メ
ー
ト
ル
毎
秒
以
上

ま
た
は
、
最
大
瞬
間
風
速
20
・
０

メ
ー
ト
ル
毎
秒
以
上
を
観
測
し
た

暴
風
雨
に
よ
る
落
果
や
傷
果
な
ど

で
す
。
基
準
を
下
回
る
風
で
の
被

害
果
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
病
虫
害
や
鳥
獣
害
も
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
暴
風
雨
・
ひ
ょ
う
害
・

凍
霜
害
の
3
点
方
式
を
選
択
さ
れ

た
場
合
は
、
前
述
の
暴
風
雨
に
加

え
て
、
晩
霜
に
よ
る
花
芽
の
損
傷

な
ど
も
、
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

補
償
期
間
は
、
発
芽
期
か
ら
収

穫
ま
で
で
す
。
そ
の
期
間
内
に
発

生
し
た
暴
風
雨
（
ひ
ょ
う
害
、
凍

霜
害
）
に
よ
る
減
収
を
補
償
し
ま

す
。

　

同
方
式
で
は
、
被
害
が
何
も
発

生
し
な
か
っ
た
場
合
に
予
想
さ
れ

る
収
穫
量
を
「
基
準
収
穫
量
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
基
準
収
穫

量
は
、
摘
果
終
了
後
、
全
園
地
の

着
果
数
を
実
測
調
査
し
、
１
果
実

重
あ
た
り
の
平
均
重
量
を
か
け
て

算
定
し
ま
す
。

　

基
準
収
穫
量
＝

　

着
果
数
※
①
×
平
均
１
果
実
重

※
①　

標
準
収
穫
量
を
も
と
に

着
果
数
を
算
定
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

台
風
等
に
よ
り
基
準
を
超
え
る

風
が
観
測
さ
れ
た
場
合
は
、
台
風

の
通
過
後
、
全
園
地
の
被
害
調
査

を
開
始
し
ま
す
。
園
地
ご
と
の
落

果
数
や
、
傷
果
数
を
計
測
し
ま
す

の
で
、
被
害
調
査
が
終
わ
る
ま
で

被
害
果
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
（
調
査
は
１
〜
２
日

で
終
了
し
ま
す
）。
基
準
を
超
え
る

暴
風
雨
が
発
生
す
る
た
び
に
、
こ

の
被
害
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

前
述
の
被
害
調
査
に
よ
っ
て
、

計
測
さ
れ
た
被
害
果
実
数
の
積
み

上
げ
な
ど
に
よ
り
、
※
②
類
区
分
毎
、

樹
園
地
毎
の
減
収
量
を
算
出
し
ま

す
。

　

半
相
殺
方
式
で
は
、
あ
る
園
地

に
大
き
な
減
収
が
あ
っ
て
い
て

も
、
他
の
園
地
に
被
害
が
な
け
れ

ば
、
農
家
ご
と
類
区
分
ご
と
に
取

り
ま
と
め
た
結
果
、
共
済
金
の

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
樹
園
地
単
位
特
定
危

険
方
式
で
は
、
園
地
毎
に
共
済
金

を
算
定
し
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う

に
半
相
殺
方
式
で
は
支
払
対
象
と

な
ら
な
く
て
も
、
樹
園
地
単
位
特

定
危
険
方
式
で
は
共
済
金
の
支
払

い
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
②　

類
区
分

　

同
方
式
の
特
徴
は
、
対
象
と
な

る
災
害
を
暴
風
雨
（
又
は
暴
風
雨

及
び
ひ
ょ
う
害
・
凍
霜
害
）
に
限

定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
総
合
方
式
（
全
て
の
自
然
災
害

が
対
象
）
と
比
べ
、
掛
け
金
が
割

安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
害
や
虫
害
と
違
い
、
台
風
と

い
う
避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
自

然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
樹
園

地
単
位
特
定
危
険
方
式
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
（
新
規
の
加
入
は
平
成

26
年
産
か
ら
）。

樹園地単位特定危険方式
　梅雨明けの頃から、果樹生産者の
心配の種といえば「台風の襲来」で
はないでしょうか。県内では、平成
16年以降大きな台風被害は発生し
ていませんが、油断は禁物です。果
樹共済では、落葉果樹（なし・くり）
を対象に、補償を暴風雨（又は暴風
雨及びひょう害・凍霜害）による減
収に限定した「樹園地単位特定危険
方式」を実施しています。
　今回は樹園地単位特定危険方式の
特徴について説明します。

な
し
類
区
分

主
な
品
種

１　

類

幸
水

２　

類

豊
水
、
秋
麗
、

あ
き
づ
き

３　

類

新
高
、
新
興

（
く
り
は
類
区
分
な
し
）
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組
合
で
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
が
発
行
し
て
い
る

農
業
共
済
新
聞
紙
面
で
、く
ま
も
と
版
の
掲
載
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。今
回
も
、そ
の
紙
面
で
取
り
上
げ
た

話
題
を
紹
介
し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞

【
熊
本
市
支
局
】「
今
ま
で
の
重

労
働
が
嘘
の
よ
う
、楽
に
な
り

ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
す
、熊
本

市
南
区
奥
古
閑
町
の
甲
斐
誠
さ

ん（
60
）。元
来
、物
作
り
が
得
意

で
、色
々
な
ア
イ
デ
ア
農
機
を

生
み
出
し
て
い
る
。

　
「
回
転
制
御
付
マ
ル
チ
巻
取

り
機
」は
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等

で
、マ
ル
チ
を
片
づ
け
る
の
に

威
力
を
発
揮
す
る
。ギ
ア
モ
ー

オ
リ
ジ
ナ
ル
農
機
で
軽
労
化

マ
ル
チ
の
巻
取
り
機
が
活
躍
熊本市

甲斐　誠さん
（60）

タ
ー
を
イ
ン
バ
ー
タ
制
御
し

て
、ス
ピ
ー
ド
を
調
節
す
る
。

巻
き
始
め
は
早
く
、巻
取
り
棒

の
直
径
が
大
き
く
な
っ
た
ら
ス

ピ
ー
ド
を
調
整
す
る
こ
と
で
、

巻
き
取
り
ム
ラ
が
で
き
ず
に
き

れ
い
に
仕
上
が
る
。

　

手
作
業
の
時
は
、中
腰
の
重

労
働
で
身
体
が
痛
み
、受
診
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

立
っ
た
ま
ま
の
姿
勢
で
作
業
し

た
い
と
い
う
、奥
様
の
リ
ク
エ

ス
ト
を
取
り
入
れ
て
回
転
制
御

付
マ
ル
チ
巻
取
り
機
を
製
作
し

た
。「
使
っ
て
み
た
ら
も
の
す
ご

く
楽
に
仕
事
が
で
き
て
、我
な

が
ら
良
い
機
械
が
で
き
た
」と

甲
斐
さ
ん
。

　

モ
ー
タ
ー
や
制
御
盤
以
外
、ほ

と
ん
ど
の
材
料
は
、廃
材
を
再
利

用
し
た
。塗
装
や
溶
接
も
自
分
で

や
っ
た
の
で
、か
か
っ
た
費
用
は

五
万
円
程
度
と
い
う
。

　

周
囲
の
反
響
が
大
き
く
、貸

し
出
し
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。

「
で
き
る
だ
け
応
じ
て
い
く
予

定
で
す
。お
互
い
助
け
合
う
べ

き
」と
甲
斐
さ
ん
。「
い
ろ
ん
な

面
で
新
し
い
発
想
を
す
る
事
が

好
き
だ
し
、一
番
大
事
な
こ
と

だ
と
思
う
」と
甲
斐
さ
ん
は
、す

で
に
次
の
ア
イ
デ
ア
農
機
を
思

案
し
て
い
る
。

　

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

農
業
共
済
新
聞

　

農
業
共
済
新
聞
は「
農
家
に

学
び
、農
家
に
返
す
」を
創
刊
以

来
の
編
集
方
針
と
し
て
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
の
説
明
は

も
と
よ
り
、農
政
、営
農
技
術
や

資
材
活
用
、暮
ら
し
、農
産
物
流

通
な
ど
幅
広
い
分
野
を
網
羅
し

た
紙
面
を
通
じ
て
、農
家
の
営

農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

月
４
回
の
週
刊
で
、第
２
週
号

と
４
週
号
は
、話
題
豊
富
な
熊
本

版
で
す
。年
間
４,
６
８
０
円
で
購

読
が
で
き
ま
す
。お
申
込
み
は
、

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

楽です マルチ回収 重労働から解放【マルチ巻取り機】

ひのくに52.indd   s15 13.7.4   10:01:18 AM
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排水などの溝も
きっちりふさい
でおく

５～６㎝程度開いているとイノシシはまず鼻を入れて
持ち上げようとする。
地際はぴったりふさいでおきたい。

柵のくぐり抜けを防ぐと、多くの獣は柵の上部からの突破を試みます。
対策としては、ネットで踏み切り位置を邪魔する、登りづらくさせるなどの工夫が
あります。

トタンを重ねて
角にもすき間を
つくらない

持ち上げられ
ぬよう針金で
しっかり固定

傾斜のあると
ころもすき間
をつくらない

●支柱用鉄パイプ
直径19㎜、
長さ1.4ｍ前後

●配線バンド
ネットを支柱や
ポールに固定する

●横バー用鉄パイプ
直径19㎜、
長さ5.5ｍ前後 

●鉄筋ペグ
柵を地面に固定する

●弾性ポール
 （ダンポール）
長さ2.7ｍ

●サルよけ用ネット
目合い4.5～5㎝

●フックバンド
支柱の固定に使用

※鉄パイプは廃材で可

「猿落君」の特徴

 

柵
の
設
置
の
ポ
イ
ン
ト

　

ど
の
柵
に
も
共
通
す
る
こ
と
で

す
が
①
し
っ
か
り
囲
む
こ
と
、
す

き
間
を
あ
け
な
い
こ
と
②
柵
の
外

か
ら
作
物
等
（
エ
サ
）
を
食
べ
ら

れ
な
い
よ
う
に
、
柵
は
、
作
物
か

ら
離
し
て
設
置
（
作
物
を
柵
か
ら

離
し
て
植
え
る
）
事
が
重
要
で
す
。

※
イ
ノ
シ
シ
達
は
、
一
度
、
柵
越

し
に
エ
サ
を
食
べ
る
と
、
柵
の

そ
ば
に
餌
が
あ
る
と
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

 

ト
タ
ン
柵

　

ト
タ
ン
柵
の
役
割
は
イ
ノ
シ
シ

に
中
に
作
物
を
見
せ
な
い
「
目
隠

し
効
果
」。
し
た
が
っ
て
設
置
に
あ

た
っ
て
は
、
地
際
や
角
に
す
き
間

を
つ
く
ら
な
い
の
が
最
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

 

簡
易
猿
害
防
止
柵
「
猿え

ん

落ら
く

君く
ん

」

　

脚
立
が
い
ら
ず
、
高
齢
者
で
も

ラ
ク
に
組
み
立
て
ら
れ
る
サ
ル
用

の
防
護
柵
。
弾
力
の
あ
る
曲
が
る

ポ
ー
ル
に
ネ
ッ
ト
が
張
っ
て
あ

り
、
柵
を
越
え
よ
う
と
す
る
と
、

重
み
で
手
前
側
に
ビ
ヨ
ー
ン
と
柵

が
し
な
る
の
で
非
常
に
登
り
づ
ら

い
、
と
い
う
し
か
け
で
す
。

目かくし
ネット

150～
  200cm

補強パイプ イノシシの場合、柵から外１mくらいの幅でネットを斜めに垂らすと、
踏切位置が遠くなり、飛び越えを防止することができます。

イノシシ用ネット柵の設置方法シカ用ネット柵の設置方法

鉄パイプ
（ヒモを通して数珠状に） ここが三角形になるように

シカ用ネット

風が吹いたり、シカが触ったりすると、真下に垂れ下がって
しまうので、ネットの接地面に鉄パイプなどでおもりを
つけるとよいでしょう。

高低差のあるところでもすき間はつくらず、
地際20㎝を保つ高低差のあるところにすき間ができる

よくある失敗❷

舗装道路のすぐわきに設置
よくある失敗❶

斜面や傾斜の終った
ところには設置しない

真横から
見た図

電気柵の設置場所に注意しましょう！

1.8m

40㎝

20㎝

20㎝
20㎝
20㎝

　イノシシの場合、上の段は高さ
40㎝で、親イノシシがちょっと上
を見るときの鼻の位置。下の段は
20㎝で、もぐりこもうとするとき
の鼻の高さ、ウリ坊とも兼用（シカ
と兼用する場合には高さを確保
する）。

●イノシシは、鼻先だけがよく通電します。毛皮部分は感電しま
せん。
●前足が土の上にのるよう、舗装道路から50㎝以上離して設置
します。

●雑草が電線に接触し漏電しないよう、草刈りと見廻りを徹底
します。
●気候による電圧低下も配慮し、電圧は4000V以上確保します。
●イノシシは、最初に棒を押し倒す習性があります。電気を与え
るために、ガイシは外側（イノシシ側）にします。

●50m～100ｍに1箇所、上下の電線をつなぎます（どちらかの
電線が切れたときの備えです）。

電気柵

ネット柵

防鳥網

テグスなど

　強度には問題があるものの、足が絡まりやすいネッ
トをシカはたいへん嫌がります。その効果を持続させ

るには、ネットをシカ側（外側）へ斜めに垂らして張ることがポイントです。

●防除対象となる鳥の種類に合わせて網
目の大きさを選ぶこと、隙間を作らない
こと、作物から十分に離し、たるませな
いことが重要。
●スズメ用には20㎜目、ヒヨドリ・ムクドリ
など中型以上の鳥には30㎜目が一般的。

●テグスやひもは、鳥の羽ばたきの邪魔に
なるよう、着地体制をとる時の高さと羽

を広げる幅である1～ 2m程度の高さ
と間隔で張り巡らせる。
●着地後の横からの侵入がある場合は、側
面へネット等を補強する。

※県庁ホームページからダウンロードできます。
　『鳥獣被害対策の手引き』で検索
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春
季
号
に
続
き
「
こ
れ
な
ら
で

き
る
！
鳥
獣
被
害
対
策
」
第
2
回

目
で
す
。
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
手

段
と
し
て
、
今
年
取
組
ん
で
み
て

下
さ
い
。

3
柵
で
守
る
、
追
い
払
う

（1） 

柵
で
守
る

　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
…
…
。
獣
に

よ
る
柵
破
り
の
基
本
は
、
跳
び
越

え
る
、
押
し
倒
す
で
も
な
く
、
す

き
あ
ら
ば
「
地
際
を
く
ぐ
り
抜
け

る
」
こ
と
で
す
。
敵
の
特
徴
に
あ

わ
せ
て
柵
を
設
置
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
し
て
一
度
設
置
し
た

柵
は
き
ち
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

して
、

効
果

し
て
、
効
果
を
持
続
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

（2） 

追
い
払
う

　

と
に
か
く
人
慣
れ
を
さ
せ
な
い

「
人
は
怖
い
」「
人
は
敵
だ
」
と
思

わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

根
気
よ
く
地
域
の
連
係
プ
レ
ー

で
追
い
払
い
ま
し
ょ
う
。

　

大
き
な
音
な
ど
自
分
で
で
き
る

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
た
時
は
、ゆ
っ

く
り
後
退
し
離
れ
、
静
か
に
立
ち

去
る
な
ど
、
イ
ノ
シ
シ
を
刺
激
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
イ
ノ

シ
シ
が
興
奮
す
る
と
危
険
で
す
）。

こ
れ
な
ら
で
き
る
！

鳥
獣
被
害
対
策

第
二
回

資料提供：熊本県農林水産部
　　　　　経営局むらづくり課

生　態 対　策

警戒心が強く、臆病 草刈り等により、隠れ場所を無くす
電気柵は24時間通電させる

金網などを敷いて足場を悪くする
土の上に足がないと感電しない

集落や農地からエサを無くす

複数の対策を組み合わせる

正しい柵の設置

正しい柵の設置

正しい柵の設置

農作物の周りに配置する

有蹄類

雑食性
犬並みの嗅覚

鼻で探して、目で確認
高い学習能力と記憶力

怪力・高い跳躍力

幼獣は15㎝、成獣は20㎝の
すき間を潜り抜ける

体毛は太く、剛毛

トウガラシなどを嫌う

本来は昼に行動するが、人が少ない夜に活動

ひづめがある

鼻で70㎏を持ち上げる

⇒音や臭いなど忌避材にはすぐ慣れる

⇒設置面は補強

⇒電気柵の高さは地面から20㎝･40㎝

⇒守れる農地づくり

⇒柵の格子の目合は10㎝以下

感電するのは体毛のない鼻だけ

足跡 糞

イノシシの
生態と対策
イノシシの
生態と対策

縄張りをもち、群れを形成 群れを分散させずに群れごと追い払う

作物や柵を木から離す
飛び込みの足場を無くす

集落に慣れさせないように
集落全体の追い払い行為で威嚇する

柵（電気ショック等）や追い払いで
恐怖心を持たせる

農作物の周りに配置する

木登りや高いジャンプ力

学習能力は高いが、
慣れるのに時間がかかる

記憶力は高い

トウガラシ、シソ、コンニャク、
ゴボウを嫌う

柵、ネットの上からの侵入

一度体験した恐怖体験は忘れない

⇒守れる農地づくり

離れザルは
群れの斥候

！

人間と同じで昼に行動 オスは単体で行動することも

足跡 糞

昼夜を問わず行動 電気柵は24時間通電させる

金網などを敷いて足場を悪くする
土の上に足がないと感電しない

集落や農地からエサを無くす

正しい柵の設置

正しい柵の設置

有蹄類

ほとんどの植物を食べる草食動物

ネットの下からも侵入

高い跳躍力

ひづめがある

思ったよりも大胆な行動

⇒設置面の補強、スカート式ネット

⇒柵の高さは1.8m

足跡だけでは獣種を特定できないことが多いので、他の痕跡とあわせて総合的に判断してください。

糞も被害獣を特定するための重要なサインになります。

アライグマ・アナグマ・タヌキ　
生態と対策

カラス・ヒヨドリなどの鳥類　
生態と対策

アライグマ

アライグマ

指5本で長い
アナグマ

アナグマ

指が短く、
爪が長い

タヌキ

タヌキ

指4本で
犬に似ている

エサにより
色・形は異なる

ため糞は小規模
テカテカしている

糞粒の山になる

跡
足

糞

こんなサインに要注意！

生　態 対　策

（共通）何でもたべる雑食性
アライグマ …繁殖力が高い
アナグマ ……気性が荒い　
タヌキ………大食漢

集落や農地からエサを無くす
草刈りをして、隠れ場所を無くす
廃屋や床下・屋根近くの隙間を防ぐ

生　態 対　策

農地全体に防鳥網をかける
※防鳥テープ、音などは一
　時的に効果があるものの、
　すぐに慣れるため、道具
　を複数組み合わせるなど
　の工夫が必要　

農地全体に防鳥網をかける
※柑橘類への食害は袋がけ
　が効果的

●何でも食べる
●天敵はいないに等しい
● えさを食べるために
道具を使う

● 主に植物の種子や
果実を食べる

●警戒心が強い

カラス

ヒヨドリ

カラスのしぶとい生命力

猛禽類も
襲わない

天敵なし !?

なんでも食べる！

天敵は
人間くらい

ニホンジカの
生態と対策
ニホンジカの
生態と対策

ニホンザルの
生態と対策
ニホンザルの
生態と対策

生　態 対　策

生　態 対　策


